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雲南市立吉田中学校だより
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学 校 経 営 の 概 要

校 訓 「 創造 敬愛 協働 剛健 」

学校と地域と保護者が一体となり、＝経営理念＝

、 、 、豊かな人間性と確かな学力を備え 自ら学び 考え

表現し、課題を解決しようとする力～生きる力～を
身につけた生徒を育成する。

＝学校教育目標＝

ふるさとを愛し 心豊かでいきいきと、
たくましく生きる生徒の育成

＝めざす生徒像＝
・自ら学び、主体的に判断し行動する生徒（知）

・心豊かに、お互いを認め合う生徒（徳）

・健康で、いきいきと輝き躍動する生徒（体）
、 （ ）・地域から学び 地域とともに成長する生徒 心

＝めざす学校像＝

・充実感や満足感が体感できる学校
・生徒が主体的に活動できる学校

・一人一人の良さが発揮できる学校

・自己実現に向けて努力できる学校

＝めざす教職員像＝
・専門職としての力量を追い求める教職員

・英知を出し合い、互いに高め合う教職員

・実践を尊び、使命感にあふれる教職員
・創造・協働・共感の姿勢を持つ教職員

＝ 学 校 経 営 方 針 ＝

・ふるさと教育やキャリア教育を地域ぐるみで推進
し、開かれた学校づくりのもと、保護者や地域の信

、 。頼に応え 地域と一体となった教育活動を展開する

・人権尊重の精神を基調に、すべての教育活動を通

して「心の教育」を充実し、他人を思いやる心や感
動する心など豊かな人間性を培う。

・基礎・基本の学力を身に備え、学ぶことに喜びを
持ち、自己の生き方を考えながら自己実現できる生

徒を育成する。

＝ 重 点 目 標 ＝

( )ふるさと教育を基盤に置きながら、地域の「ひと1
・もの・こと」を教育活動に積極的に取り入れ、
地域と一体となった教育に取り組み、特色ある教

育活動を推進する。

( )生徒一人一人の基礎的・基本的な学習内容の確2
実な定着と言語活動の充実をめざした教育活動を

推進する。

( )人権・同和教育を学校教育の基底にすえ、一人3
一人の個性を尊重し「いじめ」や「差別」を許さ

ない人権尊重を重視した温もりのある教育活動を
推進する。

( )地域の素材を活用し、望4
ましい勤労感や職業観を育

。むキャリア教育を推進する

( )生徒のニーズを把握し、5
その持てる力を高め生活や

学習上の困難を改善・克服
する特別支援教育を推進す

る。

( )基本的生活習慣の定着を6
図り、心身ともに健康でい

きいきと輝き、たくましく

生きる生徒を育成する。



‭
吉田では、旧吉田中

学校での勤務も合わせ
ますと、６年間皆様に

お世話になりました。

四季折々の美しい自然
に取り囲まれ、素晴ら

しい教育環境の中、素

直で諸活動に一生懸命
、取り組む生徒の皆さん

そして力強く支えてく

ださる地域の皆様と過ごしました日々は、私の一生
の宝となりました。吉田中学校での経験から学びま

した多くの事がらを、次の学校でも生かして精進し

て参りたいと存じます。在校生の皆様、卒業生の皆
様、これからも吉田中学校での諸活動を通して身に

つけたことを大きな自信にして、将来の夢めざして

しっかりと歩んでください。

末筆になりましたが、吉田中学校そして地域の皆
様のますますのご発展とご多幸をお祈りして、離任

の挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。
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吉田中学校をはじめて訪れ
たのは平成１８年の 月下3
旬のこと。木材がふんだん

に使われた校舎とお日様が
さんさんと降り注ぐランチ

ルームに感動しました。子

供たちの表情は明るく、雰
囲気の良い職員集団。吉田

中学校に来てよかったと感

じたことが、昨日のように

思われます。地域の方も穏やかで、皆さんが暖かく迎
えてくださいました。本当にうれ

しく、そしてありがたく思ってい

。「 」ます もう 年も経っていたのか3
これが今の気持ちです。私に喜び

のある３年間を与えて下さった生徒

の皆さん、教職員の皆さん、地域の
皆さん、ありがとうございました。

‾ ”

ּʴ
～皆様 ありがとうございました～
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平成の大合併直前の平成
、１６年１０月に急遽赴任し

あっという間に４年半が

経ちました。毎日、元気
で素直な生徒の皆さんと

過ごせて、大変楽しく幸

せな吉田中学校でした。
なぜ幸せだったか。①

誰も明るく、元気で、心

から素直な生徒でした。

そして仲良く勉強をしま

した。②保護者、地域の方、吉田町の皆さんがすば

らしい “子どもは地域の宝”として、しっかり見。

守っておられます。日本一の環境だと思います。③

先生方が素晴しく熱心で、一人一人の生徒をよーく

指導されます。吉中生は本当に幸せだと思います。

宮本武蔵は、千日の行を鍛といい、万日の行を錬

とす。と言っています。千日は約３年、万日は約２７
年、計３０年の努力が「鍛錬」ということです。幾

つになっても、何があっても徹底して“素直”でな

いと続けることはできません。千里の道も一歩ずつ
運ぶなり。これは部活動だけでなく、勉強や仕事も

一緒です。厳しく苦しいこともありますが、是非一

心になってやり通してください。きっと人生に楽し

みが出てくると思います。
皆さんの活躍と成長を楽しみにしています。末筆

になりましたが、吉田中学校、地域の皆様のますま

すのご発展とご多幸をご祈念申し上げます。
ありがとうございました。
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～新任地で活躍を祈ります～


